
■市内スポーツ関連団体等の関係者に対する質問回答

No. 資料名 ページ 大項目 中項目 小項目 その他 項目名 内容 市内のビーチサッカーに関連する団体の回答 市内のビーチテニスに関連する団体の回答 市内のビーチバレーに関連する団体の回答 市内のビーチハンドボールに関連する団体の回答 市内のビーチラグビーに関連する団体の回答

1 全般

施設全面開業後に予定されている大
会の実施計画（見込み）および、そ
の詳細（競技カテゴリー等）につい
て教えてください。

開業に合わせて日本代表の国際試合
と代表合宿、U-12、U-15、U-18の全
国大会、トップカテゴリ男女の全国
大会を誘致します。継続事業の県
リーグや東海リーグ、県U-12、U-
15、U-18育成リーグ。

都市対抗、国内ツアーの予定です。

茶砂の場合
高校生の全国大会（春高ビーチ）・
ワールドツアーの毎年開催・ジャパ
ンビーチバレーボールツアー
（BVT1・BVT2）・JBVシリーズ・JBV
公認公認大会・次の大会から聖地化
に合う大会を選択し誘致する（U23選
抜優勝大会・大学日本選手権・日本
選手権）・国民スポーツ大会が開催
施設固定になった際には誘致する。
大会ではないがJVAの高校生強化拠点
（中日本）、ナショナルトレセンの
誘致。プロクラブチームのホーム
ビーチ化。
白砂の場合
ローカル大会、草大会

全日本ビーチハンドボール選手権
（一般男女）・はままつビーチハン
ドフェスタ（小学生〜一般）・日本
代表候補強化合宿（一般・U17)

全国大会は1回
東海大会は1回（全国大会の権利有）
ミニ大会は1～2回

2 入札説明書 2 第2 1 (3) 事業目的

【市では、「ビーチ・マリンスポー
ツの聖地」を目指しており】とあり
ますが、「ビーチ・マリンスポーツ
の聖地」として特に重要と考える要
素や観点がありましたら、教えてく
ださい。

最も大切なことは、市民が誇れる場
所であることだと思います。市民が
知らない、興味がない、ワクワクし
ない、市民が安全に利用・観戦でき
ない施設は、どんなに大きな大会を
開催したとしても「聖地」ではない
と考えます。また、全国的にビーチ
スポーツの施設は増えてきている為
「日本を代表する施設」＝「聖地」
と考えると、猛烈な暑さ、大雨を想
定した「屋根付き」や「ドーム」な
ど、未来を想定した先取り施設が
「聖地」と呼ばれるでしょう。この
ペースの地球環境変化を考えます
と、線状降水帯が発生した場合、砂
が広範囲にコート外へ流れ出てしま
う可能性も予想されます。

他の都市ではあまり見られないビー
チイベントの広報などで集めたス
ポーツ専用ページを制作し、体験イ
ベントやレッスンの案内を行うこ
と。

茶砂の場合
毎年、特定のカテゴリーでも良いの
で日本No1、世界No1を決める大会を
開催を続けること。「浜松」「江之
島」が大会の代名詞となるほどに広
く認知される大会を開催すること。
オリンピックのような仮設コートで
の一過性の大会では聖地にはなりえ
ない。江之島ビーチコートからヒー
ロー、ヒロインを誕生させる。（意
図的にアイドル選手をつくる。最終
的にはオリンピアン、メダリストを
誕生させる）
白砂の場合
スポーツの競技場であるためルー
ル・レギュレーションを満たすこと
が最優先される。感情は二の次三の
次である。白砂を採用した時点で聖
地化を諦めなければならない。

大会や合宿、日常の利用に対して設
備・環境の充実

ツーリズムの視点を持つこと。人が
集うことで交流や消費（移動や宿
泊、食事、お土産等）が生まれま
す。そこをベースに考えるとソフト
面やハード面、サービスや対応、発
想に変化を生み出せると思います。
ただ2018年からスタートし未だ未完
成の状態なのでスピード感をもって
実行していくことが重要だと思いま
す。競技団体のとりまとめも含め舵
取り役が必要です。

3 要求水準書 3 第1 4 (2)

スタンドに関しまして、現在、西
コート周囲に常設のスタンド1000席
分の建設を計画しております。
大会時などにおいて、東コートも使
用するとなった場合、仮設のスタン
ドが必要となります。
浜松市との質疑応答において、仮設
スタンドは大会主催者負担となって
おりますが、お考えをお聞かせ願え
ますでしょうか？
また、スタンド以外におきまして
も、照明や諸室（控室など）などが
足りない場合も仮設となり、大会主
催者負担となっておりますが、お考
えをお聞かせ願えますでしょうか？

仮設スタンドは、国際大会以外で費
用負担できる競技は無いと考えられ
ます。近年の6〜10月に関して、日陰
が全くない当施設は競技者はもちろ
ん、観る人にとっても生死を分ける
過酷な環境であり、このペースでさ
らに温暖化が進むので、ますます状
況は悪化します。施設面積や規模を
考えても、全域照明、日陰、安全な
観覧席、諸室が設置されていること
が望ましいと考えます。2の聖地の要
素や観点的にも、する人より、観る
人の方が多いことを考えると、運
営・観戦者を守る環境を第一に考え
ていただきたいです。

ビーチテニスとしては十分な席数に
なります。ビーチバレー及びビーチ
サッカーなどの場合、仮設が必要に
なるかもしれませんが、常設でこれ
以上設置すると砂場スペースの減少
となり、ビーチラグビーなどが困る
のではないかと思います。ただし、
年間通して仮設設置の大会が10大会
を超えるようなら、検討余地が出て
くるかと思います。

茶砂の場合
大会規模に応じて仮設スタンドや照
明、控室が必要になるが、全て主催
者負担であれば、高コストの施設と
なる。誘致可能な大会もコストが合
わず断念するケースが出てくると思
われる。前市長の掲げたコスパの良
い大会誘致ができる競技施設からほ
ど遠い施設になってしまう。スタン
ドに関しては東コートのみで大会を
行うケースもあり、その場合はスタ
ンドがなくなってしまう。同様に西
コート1面のみで行う場合、観客席は
500席になってしまう。大会開催時の
1,000席の定義は何に対して1,000席
なのか、再度JVAに確認する必要があ
る。また既設500席、施設保有の仮設
500席のように大会に応じて自由度が
ある観客席にすることが必要。仮設
照明も大幅なコスト増になる。1,500
ルクスの機能を有し、日常使いは500
ルクスで運用するのが望ましい。
（浜松アリーナのように）
白砂の場合
白砂であればローカル大会しか行わ
ないのでスタンドや諸室はミニマム
で良い。

大規模イベント時に仮設スタンドの
使用とすることは、日常利用の柔軟
さや費用削減の部分で納得できる。
仮設用のスタンドが施設に常備され
ていて必要に応じて使用できれば理
想的（使用料が必要でも）。仮設ス
タンドや照明、諸室について、付帯
のものがあれば、イベント開催にお
いて開催費用（設置費用）を抑えら
れ、そのことによって大会を誘致・
開催しやすくなることは予想できる
ので、常設でなくても、開催者の負
担が減らせる形があれば嬉しい。ど
ちらにしても、大会開催時に対応可
能な形ではお願いしたい。（支柱が
立てられるなど）

費用が掛かるものに関しては、費用
が負担できる、必要性があるもので
あれば設置します。
照明の件は以前から要望を出してお
り必要性を解いています。昼間の利
用者は殆どいないです。昼間の利用
は週末や祝日、休みの期間。平日利
用は基本夕方から夜間に集中しま
す。認知向上も踏まえ、最初のス
タート時点では夜間利用が間違いな
く増えますので、費用面も含め早め
に知りたいところではあります。

4 要求水準書 11 第2 2 (1)
本施設内容
と規模

「各競技における国際大会開催基準
を満たすよう整備すること」とあり
ますが、各競技において、全国レベ
ルの大会や国際大会等の大会区分
（グレード）ごとに求められるコー
トの仕様や規格等の違いについて、
教えてください。

2ピッチとアップピッチが望ましい。
ピッチ内は、正規サイズ37m×28m。
合わせてレフリースペースとゴール
奥行きを入れて最低43m×32mが必
須。ピッチ横に「オフィシャル（記
録）」と「両ベンチ」が入る最低4m
以上のスペースが必要となる。この
総合した面積がないと試合は行えま
せん。また、選手たちの控え室、
ファンと選手を仕切る動線作りが望
ましい。

ビーチテニスは細かい規格がないの
で、砂、コート幅、照明などはビー
チバレーと同等で構いません。

ビーチバレーボールのワールドツ
アーではFIVBのレギュレーションに
沿った設備が必要になる。砂の色、
粒度は如何なるグレードの大会で
あってもFIVBの検定を受けなければ
ならない。照明は1,500ルクスが必要
である。観客席は国内BVT1や日本選
手権で1,000席（使用コートに対
し）、ワールドツアーフューチャー
3,000席、チャレンジ、エリートで
5,000席。選手用トイレはコートから
1分以内の場所に設置しなければなら
ない（仮設対応可）

関連資料を提供しますので、希望す
る事業者は市に問い合わせてくださ
い。

特にはありません。ビーチコートに
なった場合は、参加チーム数により
コースの数、練習場所の確保を考慮
して大会を実施する形式となりま
す。
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5 要求水準書 11 第2 2 (1)
本施設内容
と規模

上記に関連しますが、大会のグレー
ドに応じたコート以外の基準や要件
等が定められている場合は、その内
容や要綱を教えてください。

出場チーム・選手を守る控え室。選
手とファンの動線。大会時期に関し
ては、観戦者を守る暑さ・雨の対
策。W-UPサブグランドの確保。大会
規模に応じた安全に観ることができ
るスタンド席。

コートとコートの間に椅子、パラソ
ルの設置などが大会等では欲しいで
す。

茶砂の場合
会場では大会運営をするために多く
の諸室が必要になる。現プランでは
プレハブ設置が必須となる。会場内
Wi-Fiの設置（大会運営用、プレス
用）。交通アクセスの確保。
白砂の場合
白砂の採用＝国際大会不可であるた
め考慮の必要なし。

関連資料を提供しますので、希望す
る事業者は市に問い合わせてくださ
い。

特にはありません

6 要求水準書 22 第3 3 (3) ウ 競技コート

新たに整備するビーチコートの砂の
仕様として「既存の砂と色や粒度が
同等…」と記載されています。
しかしながら、この仕様はビーチバ
レーの国際大会において、FIVB（国
際バレーボール連盟）が定める基準
とは異なっております。FIVBの基準
に適合しない砂を使用した場合、日
本における国際大会は誘致できなく
なることはもちろんですが、日本
ビーチバレーボール連盟が主催する
国内の有力大会も同様に誘致が不可
能となります。そのため、整備され
る砂はFIVBの基準に準拠したもの
（白色ではなく、茶系統の砂）とす
ることが望ましいと考えておりま
す。江之島ビーチコートは、「ビー
チ・マリンスポーツの聖地」とし
て、多様なビーチスポーツが展開さ
れる場となることが期待されていま
す。中でも、ビーチバレーの国際大
会など、ハイレベルな競技大会が開
催されることは、「聖地」としての
認知を高める上で極めて重要と考え
ていますが、皆さまのお考えもお聞
かせください。

茶色は、南米の大会以外では見かけ
ません。
大会開催の数より日頃の練習での利
用頻度が多いことは明らかです。6月
〜10月という異常な暑さが続く半年
近くを裸足で行うことを考えれば、
どの競技においても白砂が熱さを緩
和させるため適していると、これま
での江之島ビーチコートの利用から
実感しています。
もし砂を茶色にする場合は、砂の熱
さ対策として屋根の設置、コート全
体に行き届くスプリンクラーの設置
など、安心で安全に利用・観戦でき
る対策が絶対的に必要になります。
結論、茶色の砂ではFIFAビーチサッ
カーW杯をはじめ、国内トップの大会
の招致や開催は困難となります。

要確認事項：ビーチバレー国際/国内
大会において茶系統の砂であること
は、あくまで推奨事項なのか、絶対
条件なのか。（すでに国内トップレ
ベルの大会「JBVシリーズ」の開催実
績がある。パリ五輪のビーチコート
の砂も白に近いのでは。）

皆が良い大会を行え、安心、安全に
砂場を使えれば何でもよいのではと
思います。ただ、これからの夏場の
暑さを考えて選定したほうがよいか
と思います。

スポーツの競技場であるためルー
ツ、レギュレーションが最優先され
なければならない。既存の砂がもっ
たいないとか、見た目が良いとかで
選んではいけない。ご指摘の通り、
聖地を目指すのならばシンボルとな
る大会が必要である。その大会は
ローカル大会でなくワールドチャン
ピオン、日本チャンピオンを決める
大会でなければならない。いつでも
継続的にそのような大会を開催でき
ることが聖地化の絶対条件となる。
聖地化を目指す江之島ビーチコート
はFIVBのレギュレーションを満たし
ていなければならない。スタンド、
諸室、照明はコストがかかるが仮設
対応が可能である。しかし、砂の入
れ替えは実質不可能と思われる。砂
のみでもFIBVの定める砂を採用が絶
対条件である。

「ビーチ・マリンスポーツの聖地」
として各種国際大会開催の基準に準
拠した設備を整えられるのであれば
望ましいとは思います。ただ、日常
利用も含めてより各競技の活動が活
発化させられる環境の整備が最も重
要で早急に実現させてもらいたい想
いもあります。どこまで国際大会誘
致にこだわるのか、日常利用や誘致
可能な大会を活性化することを優先
するのか。既存の砂の再利用（別の
場所にも日常利用できるビーチコー
トを整備し既存の砂を使用するな
ど）、複数の砂を使用する場合にど
う区分するか（コートによって砂を
変えるなど）、どう整備・管理する
かなどの課題を解決できるのであれ
ば、茶系の砂の導入もありかと思い
ます。砂の基準が変わる可能性もあ
りますし、どちらにせよ大規模大会
開催時は、開催者負担が必要となる
ため、砂についてあらかじめ基準を
満たすものを準備するより、観客席
や照明、ビジョンなど、そのほかの
大規模大会開催時に必要となる設備
の開催者負担が減る方向での整備の
方が現実的に費用対効果は高い気が
します。

昨年の暑さで、JFA（日本サッカー協
会）が発表した規定が基本的に7月と
8月の日中は、公式戦が中止となりま
した。砂が茶色になった場合考えら
れることは、競技にもよりますが、
屋外の江之島ビーチコートでは、砂
の熱さのため裸足でプレーできなく
なることが予測されます。その場合
他競技のレギュレーション次第です
が、基本的に公式戦が行えなくなる
可能性があります（ビーチラグビー
はソックスを着用し試合を行ってい
ます。ただそれでも熱いです）
上記を考慮すると、熱さを緩和する
白砂が年間利用を考えると望まし
く、茶色が混ざった場合は、屋根の
設置で砂の温度が上がることを軽減
する対策が望ましいかもしれませ
ん。茶色にする場合、コート全体に
行き届くスプリンクラー等の対応が
できるような配慮が必要かもしれま
せん。バレーボールが提案する国際
大会や国内大会の頻度はわかりませ
んが、各競技のレギュレーションが
年度毎に変わる中での優先順位をつ
けるべきだと思います。その回数や
頻度に対して、日常利用者を減らし
ていく茶砂は総合的にリスクかもし
れません。また、国内大会で、砂の
規定がそこまで厳しい場合、開催で
きる地域は限られてしまい、ビーチ
バレーの普及や育成に繋がらないん
じゃないかなど、疑問が残ります。

7 要求水準書 23 第3 3 （3） 諸室等の計画
ウ.協議コー
ト

コート周囲に設置するＨ８ｍの防球
ネットは東西コート全体を包囲し、
管理棟に面する部分には設置せず、
より臨場感のある観覧スペースを確
保する考え方はありでしょうか。

ビーチサッカーは、ご想像の通り
ボールがゴール両サイドなど、至る
所にボールが飛んでいきます。練習
や試合の中で、人や建物にボールが
当たらない対策が出来ている場合は
問題ありませんが、競技者が保険加
入が必須になること、気を使いなが
らプレーする施設は望みません。伸
び伸び安心・安全にプレーできる施
設を望みます。尚、今の江之島ビー
チコートの防球ネットの高さ以上が
無いと、ビーチサッカーはボールが
外に出てしまうことが、分かってい
ます。

東西の防球ネットは欲しいと思いま
す。管理棟側はなくてもよいと思い
ますが、ビーチサッカーやビーチハ
ンドボールを考えると、安全面とし
ては必要かと思います。

臨場感を持たせることはありだと思
います。昨今、野球場、サッカー場
でもネットを低くしたり、無くした
りしています。観客席にボールが飛
び込むのも観戦の醍醐味になるので
はないでしょうか。

臨場感のある観覧スペースの確保に
ついてよい案だと感じます。ただ、
競技の実施形態（コートの設置の向
きなど）によってはボールが飛んで
いくこともあるため、開け閉めでき
るネットの設置や、管理棟側の防
御、責任の所在など考慮は必要かと
感じる。

全体の図面を見ないとお答えができ
ませんが、大きな大会以外（規模に
もよる）では全体を包囲した形でよ
い気がします。

8 要求水準書 25 第3 3 （8） トイレ計画
各競技団体の全国大会の頻度、人数
が分かればお教え願います。

毎年、男女の全国大会が2回ずつあ
り、現状1大会で5,000人ほどの来場
者が見込まれます。また、U-12、U-
15、U-18と各カテゴリの地域予選や
全国大会も同様です。ビーチサッ
カーは5人制で、1チーム最大15人の
選手が登録できるため、育成年代の
大会においてもチーム数が増えれ
ば、来場者（保護者）も増えてい
き、各チームの利用駐車場台数の制
限も必要となる可能性が出てきま
す。

年1、2回程度。規模によりますが1大
会で80人ほどです。

茶砂の場合
高校生全国大会、ワールドツアー、
JBVシリーズ各年１回。
白砂の場合
全国大会（大規模大会）実施予定無
し

全日本選手権（選手300名程度）年1
回、全国大会ではないが全国から
チームが集まる大会（200名程度）各
地で年4回程度、全国ツアー・リーグ
（創設計画中）

全国大会は1回、東海大会は1回、ミ
ニ大会は1～2回。



No. 資料名 ページ 大項目 中項目 小項目 その他 項目名 内容 市内のビーチサッカーに関連する団体の回答 市内のビーチテニスに関連する団体の回答 市内のビーチバレーに関連する団体の回答 市内のビーチハンドボールに関連する団体の回答 市内のビーチラグビーに関連する団体の回答

9 要求水準書 22 第3 3 （3） 諸室等の計画
ウ.協議コー
ト

各競技団体の夜間利用の頻度が分か
ればお教え願います。
子どもを対象とした夜間スクール等
の想定があればお教え願います。
雨天、雷の対応はどのような対応が
想定されるかお教え願います。

ビーチサッカーは県トレセンを始
め、U-12、U-15、U-18の育成年代の
普及活動をしているため、週末より
平日の夜が希望です。サッカーチー
ムに所属している子どもたちが多い
ので、週末はサッカーでビーチサッ
カーをする機会が失われています。
ナイターがあれば、コート稼働率
は、ほぼ毎日100%となります。また
トップ選手をはじめ、社会人は日中
は仕事があるためナイターが最も重
要な条件となります。雨天利用は雨
量にもよりますが、砂が硬くなり怪
我につながりやすいので、屋根があ
れば総合的にも安全で安心な施設と
なるでしょう。屋根がない場合の雷
は、中断、または中止となります。
屋根があるとナイター照明の光も、
施設外に逃げにくくなるため、浜松
市が抱える問題解決にも繋がると考
えます。

現時点では何もやっていないのでわ
かりませんが、スクールの要望があ
ればやりますし、夜間が使えれば愛
好家にて集まれるのではないかと思
います。

茶砂の場合
開業後はプロチームの設立を考えて
います。またその下部のアンダーエ
イジのスクールの開催も計画してい
ます。これらは基本的に毎日使用し
ます。その他、市内クラブチームが
週１回程度使用します。開業後は夜
間利用のチームが増えることが予想
されます。天候ですが小雨決行、荒
天中止が多いです。ゲリラ雷雨時に
避難する屋根があるスペースは必要
です。また、雷時にも避難するス
ペースが必要です。現状施設は車の
中しか避難する場所がありません。
中高生は避難場所がありません。
白砂の場合
市内中高生が週１回程度使用

現状、照明設備がないため実施でき
ていないが、夜間利用できるように
なれば、子どもを対象としたスクー
ルを定期開催したい。社会人の練習
利用も平日夜間に実施したいと考え
ており、需要は高いと感じる。大会
は基本的に雨天決行、雷は中断・中
止。あらかじめ台風や雷など予想さ
れる場合は中止。日常利用は雨の強
さや利用形態・状況による。急な雨
や雷、熱中症対策として退避できる
場所はあったほうが良い。

会場使用料金次第にはなります。
1週間に1～2回（予定）


